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仕事納め 
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３０ ３１  

主題 うれしいね・喜び溢れて 目標 クリスマスを喜び、嬉しい気持ちを感じ合う 

聖句 私たちが神を愛したのではなく・・・御子をお遣わしになり 

ました ここに愛があります ヨハネⅠ 第４章１０節 

讃美歌 ♪うれしいうれしい 

     ♪おほしがひかる 

月の歌 あわてんぼうのサンタクロース・赤鼻のトナカイ・おしょうがつ 

『わたしたちが神を愛したのではなく、神がわたしたちを愛して、わたしたちの罪を償ういけにえとして、御子を 

お遣わしになりました。ここに愛があります』（ヨハネの手紙Ⅰ第 4章 10節） 

子どもたちには、いのちの大切さ、人間との関わり（家族や友だちなど）の大事さを、礼拝を通して話しをしてきま 

した。コロナ禍にあっても、時間はいつものように通り過ぎていきます。12月になりました。一年で一番忙しい時期 

だと言われます。この中で、私たちは「クリスマス」そして「新しい年 2022年」を迎える準備をいたします。 

清泉保育園は「クリスマス」をお祝いします。「降誕劇（ページェント）」を行い、「クリスマスってこんなに素晴ら 

しい喜びの時、誇りの時なのだ」ということを体験いたします。保育園で主イエスの誕生を祝いつつ、各家庭におい 

ても、家族と共に、楽しいひと時を過ごしてほしいと思います。子どもたちは「ラブ・ミー・フォエバー」という絵本 

を読みました。人の一生を描いた本です。お薦めいたします。人は人との関わりなしに、生きてはいけません。今年 

のクリスマスは、昨年以上に、人との絆、家族との絆を深める時にしたいと思います。心の絆の大切さが言われて、 

時間が経ちますが、人との関わりを深めながら、また、新しい年を迎える準備をしたいと思います。一年、一年、子 

どもたちは、友だち関係も広がっていきます。恵まれた歩みをするためにも、人を大切にする、家族を大切にする、 

いのちを大切にする。これらをこの機会に、最低限度、子どもたちに語り続けたいものであります。 

                                    牧師 濱田道明 


